
（名　称）
第１条　この会は、知立市文化協会（以下「協会」

という）と称します。

（事務所）
第２条　協会の事務所は知立市文化会館内に置きます。

（目　的）
第３条　協会は、広く市民文化の高揚に寄与すると

ともに、協会会員の教養向上、文化活動の
連携および相互の親睦等をはかることを目
的とします。

（組　織）
第４条　協会は、前条の目的に賛同し、会費を納入

した会員をもって組織します。

（会員及び会費）
第５条　協会の会員及び会費は、各々次のとおりと

します。
（１）一般会員は、第８条に定める協会への加入団

体（以下「加入団体」という）に所属するも
のとし、一加入団体毎に一人年額 2,000 円
とします。

（２）団体結成に至らない個人会員については、
第８条に定める部に所属するものとし、一人
年額 2,000 円とします。

（３）小，中，高校生会員は、加入団体に所属する
ものとし、一加入団体毎に一人年額 300 円
とします。

（４）賛助会員は、協会の目的に賛同し、その運営・
推進に参加する法人または個人とし、年額法
人 10,000 円　個人 5,000 円　企業 10,000
円とします。

（５）協会は、会費のなかから必要により周年記念
事業の積立金をすることができます。

（事　業）
第６条　協会は、目的達成のため次の事業を行います。
（１）文化一般に関する発表会、展覧会、鑑賞会、

研究会、講演会、文化講座、市民教室等の開催
（２）機関紙の発行と出版活動
（３）他の文化グループや団体との交流
（４）その他、協会の目的を達成するに必要な事業

（部　門）
第７条　協会は、次の部門を置きます。
（１）美術部門
（２）創作部門
（３）茶華道部門
（４）芸能部門

（部及び加入団体）
第８条　前条の部門に部及び加入団体を置き、次の

とおりとします。
２　部は、前条の部門のいずれかに所属するも

のとします。
３　加入団体は、前号の部のいずれかに所属す

るものとします。
４　加入団体の構成人員は、原則として 10 名
以上としますが、団体結成までの経過措置
として三役員会の決議により、個人会員と
しての加入も可能とします。

５　新規加入団体または個人の入会は、三役員会
で決定し、理事会の承認を得るものとします。
なお、入会は次のことを考慮して決定します。
（１）原則として、知立市在住、知立市在勤、

知立市で主として活動している団体
ならびに個人。

（２）営利を目的としない団体ならびに個人。
（３）政治・宗教活動を目的としない団体

ならびに個人。
（４）社会活動・文化活動に理解のある団体

ならびに個人。
（５）文化活動に実質的に実績（公民館・

パティオ池鯉鮒講座等）のある団体
ならびに個人。

（６）組織的にまとまりのある団体ならびに
会員の拡大や活躍が期待される個人。

（７）入会申請団体に対する文化協会加盟
会員による推薦と提言。

（役　員）
第９条　協会に次の役員を置きます。
（１）会　長　１名
（２）副会長　若干名（美術担当、創作担当、
　　　　　　　　　　芸能担当、茶華道担当、
　　　　　　　　　　広報・会報担当、事務総括）
（３）理　事　若干名（各部門）
（４）会　計　１名
（５）監　査　２名

（役員の選出）
第１０条　役員の選出方法は、次のとおりとします。
（１）会長は、会員の中から理事会の推薦により総

会で決めます。
（２）副会長、理事、会計は理事会の推薦により会

長が決めます。
（３）監査は、理事会の推薦により会長が決めます。

（役員の職務）
第１１条　役員の職務は、次のとおりとします。
（１）会長は、協会を代表して会務を総轄します。
（２）副会長は会長を補佐し、会長に事故があった

とき、又は会長が欠けたときはその職務を代
行します。

（３）副会長は、担当部門の事業を統括するととも
に、その分野の活動を推進します。

（４）理事は、協会の必要事項を提案・審議するとと
もに、担当部門及び部の事業推進を補佐します。

（５）会計は、協会の運営費の処理にあたります。
（６）監査は、会計を監査します。

（三役員会、理事会）
第１２条　第９条の会長、副会長、会計で三役員会

を組織し協会の重要事項を審議し円滑な
運営を図ります。

２　三役と理事で理事会を組織し協会の重要
事項を審議し、決定します。

３　監査は理事会へ出席して意見を述べる事
が出来ます。

（役員の任期）
第１３条　役員の任期は次のとおりとします。
（１）役員の任期は２年とします。ただし再任を妨

げないものとします。
（２）補欠役員の任期は、前任者の残任期間とします。

（運営委員、副運営委員及び実行委員）
第１４条　協会に運営委員、副運営委員及び実行委

員を置きます。
２　運営委員は、加入団体を代表し、運営委

員会を構成して協会の運営にあたります。
３　副運営委員は、運営委員を補佐し、運営

委員に事故のあったとき、又は運営委員
が、欠けたときはその職務を代行します。

４　実行委員は、事業に関連する加入団体及
び個人から選出します。

５　実行委員は、実行委員会を構成して、そ
の事業の運営にあたります。

（名誉会長、相談役、顧問）
第１５条　協会に名誉会長、相談役、顧問を置きます。

２　名誉会長は、知立市長に委嘱します。
３　相談役は、協会の各種事業を支援してい

ただく方の中から推薦し、理事会に計り
会長が委嘱します。

４　顧問は、歴代会長に委嘱します。
５　名誉会長、相談役及び顧問は、協会の運

営に関する重要事項等について、会長の
諮問に対して助言することができます。

（委員会）
第１６条　事業活動の強化、連携及び円滑な推進と

広報活動の充実をはかるため、会長の下
に次の委員会を置きます。委員の任期は
１期（２年）とします。但し、再任は妨
げないものとします。

（１）事業委員会
（２）会報委員会
（３）実行委員会
（４）広報・情報委員会

（運営費）
第１７条　協会の運営費は、次の費用をもって充てます。
（１）会　費
（２）補助金
（３）委託金
（４）寄付金
（５）その他の収入

（総　会）
第１８条　総会は、会長が招集します。

２　総会は、役員及び運営委員をもって構成
します。

３　総会は年１回開くことを原則とします。
ただし、必要により臨時に開くことがで
きます。

４　総会の議決は、出席者の過半数で決定し
ます。

第１９条　協会の事業年度は、毎年 4 月 1 日に始
まり、翌年 3月 31 日とします。

（会則変更）
第２０条　協会の会則変更は、総会の議決を必要と

します。

（事務局）
第２１条　この協会の事務を処理するため、事務局

を置きます。事務局には、事務局員を置
き、その任命は会長が行います。

２　事務局長は、三役員会で推薦し会長が任
命します。ただし、在任者不在の場合は
会長が代行するものとします。

３　事務局員は、会長が任命します。

（事務局長の職務）
第２２条　事務局長は会長の命を受け事務局を総轄し、

かつ、事務を掌理し事務局員を指揮します。

（委　任）
第２３条　協会の運営にあたり必要な事項は、理事

会に諮って会長が別に定めます。

附　則
この会則は、昭和 46年 10 月 17 日より実施します。
（昭和 48年４月、昭和 54年４月、昭和 57年 4月、

昭和 61 年 4 月、平成 5 年 4 月、平成 6 年 4 月、
平成 7 年 4 月、平成 9 年 4 月、平成 12 年 4 月、
平成 13年 4月、平成 16年 4月、平成 17年 4月、
平成 23年４月、平成 29年 4月一部改正）

この会則は、平成 29年４月 22日より実施します。

【知立市文化協会細則】
第１条　会則に必要な事項は、この細則で定めます。
第２条　会則第７条に規定する部門に次の部を置きます。
＜部　門＞　　＜部＞　（備考／部の分野例）
○美術部門　　日本画
　　　　　　　水墨画
　　　　　　　洋　画
　　　　　　　　書
　　　　　　　写　真
○創作部門　　文　芸　（短歌）（俳句）
　　　　　　　工　芸　（陶芸・切り絵・染色・

デジタル彫刻・ひょうたん）
　　　　　　　展　示　（手芸・手描友禅と着付け・

創花・盆石・クラフトドール・
折り紙・フラワーアレンジ
メント・ペーパークラフト・
お面や甲冑作り・拓本）

　　　　　　　映　像　( 映像 )
○茶華道部門　茶　道
　　　　　　　華　道
○芸能部門　　民謡・民踊・歌謡　　
　　　　　　　詩吟・剣詩舞　　　　　
　　　　　　　邦楽・伝統芸能　

（神楽・筝曲・尺八・文楽・
義太夫・地歌三曲合奏）

　　　　　　　洋　楽　［音楽・演劇・舞踊］
（合唱・バイオリン・吹奏楽・
軽音楽・演劇・３Ｂ体操・
ジャズダンス・フォークダン
ス・フラダンス・創作バレエ・
手品・オカリナ）

　　　　　　　日本舞踊
　　　　　　　大正琴
第３条　会則第５条に規定する会費の納入につい

て、次のように定めます。
（１）既存加入団体、個人の会費の納入は、原則と

して毎年５月末までとします。
（２）新規加入団体、個人の会費の納入は、入会時

期に関わらず年額とします。
第４条　会則第１６条に規定する委員会の役割は、

次のとおりとします。
（１）事業委員会は、新規事業、年間事業計画及び

年間日程計画等の提案。
（２）会報委員会は、会報の発行等。
（３）実行委員会は、個々の事業毎に結成し、その

事業の運営及び推進等。
（４）広報・情報委員会は、広報（ホームページも

含む）に関する企画及び推進等。

附　則
この細則は、昭和４６年１０月１７日より実施します。
（昭和 51 年４月、昭和 62 年４月、平成元年４月、
平成６年４月、平成７年４月、平成９年４月、
平成 12年４月に一部改正）

この細則は、平成１６年４月　３日より実施します。
この細則は、平成２１年４月１８日より実施します。
この細則は、平成２３年４月１６日より実施します。
この細則は、平成２８年４月１６日より実施します。
この細則は、平成２９年４月２２日より実施します。
この細則は、平成３０年４月１４日より実施します。
この細則は、平成３１年４月２０日より実施します。
この細則は、令和　２年４月１８日より実施します。

【知立市文化協会会則】
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